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Bumbum ■発行：令和元年 9 月 25 日■編集：BumB 東京スポーツ文化館  

館  

■高校生世代チャレンジプログラム   

10 月 31 日 (日 )から 2 月 20 日 (日 )のほぼ毎週日曜日、高校生世代またはそれに準じる年齢の個

人又は団体を対象に、『2030 年にむけて「いま」きみができること』をテーマに「持続可能な開発

目標」「 Sustainable Development Goals」 SDGs の達成を目指す国際目標の 2030 年にむけて、

未来を担う高校生世代が「いま」互いを認め合い、未来につなげるために、ベストを尽くしてできる

ことは何か、何をすべきなのかを考えてイベントなどを企画し、活動計画や資金計画を作成し、自ら

実施までの一連の取組を全て行う社会的起業 (ソーシャルビジネス )体験プログラムを高校生の 10 の

チームが次のような課題に分かれて活動を実施しました。  
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① euphor ia チームは、アフリカの女の子が結婚や出産、 FGM などを理由に十分な教育を受けら

れていないという社会問題について、アフリカの現状や、女子教育に詳しいお二方にインタビュ

ーさせていただいた情報を元に作成したパンフレットを、まだこの現状をよく知っていない私

たちと同世代の高校生に向けて配布しました。パンフレットは、 BumB にも置いています。  

②えことーくチームはパーム油問題について、日常生活に多く使われているパーム油が環境にも

たらす問題を知ってもらうため、ワークショップ・動画配信を行ないました。また、 RSPO 認

証（持続可能なパーム油）を受けたパーム油が使われている石鹸のキットや、普通はパーム油が

使われているバスボムを、パーム油を使わずに作り販売しました。  

③ peterチームは、規格外野菜の廃棄処分問題について、規格外で廃棄されてしまう予定だった野

菜のオンライン販売を実施しました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ Jeune Sauveurチームは、インドの児童労働の改善とフェアトレードの周知のためにフェアト

レード専門ブランド「 People Tree」よりゲストスピーカーを招き、フェアトレードと児童労働

についての講演会を開催し、デザイナーさんと相談を重ねて作成したフェアトレードコットン

バックを販売しました。  

⑤おこめチームは、マイクロプラスチックごみなどが引き起こす海洋プラスチック汚染問題の解

決のためにプラスチックゴミを少しでも減らすことが出来るように蜜蝋で出来た蜜蝋ラップの

キットをメルカリや baseで販売し、Instagramや Twitterメインで広報をしました。今後もメン

バーの学校にパンフレットを配り、インスタライブを行うことでもっとこの活動や蜜蝋ラップ

の広報を続けていきます。  

⑥Arct ic27チームは、食品ロス削減について、農家さんで廃棄されてしまうみかんの皮を着色料

にしたキャンドルの制作とともに食品ロスの課題を周知します。  

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦GREEN MELODYチームは、：食品ロスについて、廃棄予定のみかんを実際に収穫し、ジャムを

製造して販売を行いました。販売にあたりインスタグラムで商品の製造過程を発信したり商品に

フリーペーパーを付けたりして、消費者の食品ロス課題への意識向上を促しました。  

⑧RCAPチームは、使える商品が捨てられてしまっていることについて、SHIROの外装不良品製品

を受託し販売しました。  

⑨ Re:プラ食チームは、ファストファッションを中心とした衣服の大量廃棄による環境問題につい

て、小中学生を対象に授業を行い、自宅で着なくなった衣服を回収し BASEで販売しました。ま

た、売れなかった衣服も再生燃料事業に取り組む企業と連携し、回収した責任を果たす活動を行

いました。  

⑩Divers i tyチームは、衣服の大量廃棄問題  (特に若者のファストファッションの消費 )について、

いらなくなった服を回収し、コーディネートを組み販売することで、服のリサイクル・再利用に

貢献しました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そして、2 月  20 日 (日 )  オンラインで活動報告会を行い

ました。10 のグループが活動内容を発表し審査いたしまし

た。大賞の審査員には、米田  瑠美氏（認定 NPO 法人カタ

リバ  職員／文京区青少年プラザ b-lab 館長）・川村研治氏

（ ESD 活動支援センター兼公益財団法人日本環境協会参

与）・森元  憲介氏（東京証券取引所・大阪取引所  金融リ

テラシーサポート部  課長）・森本惠美子氏（東京都教育庁

地域教育支援部生涯学習課主任）の 4 名があたり、「企画

力」「創造力」「社会参画・社会貢献力」「コミュニケーショ

ン力」「プレゼンテーション」の 5 つの項目で審査を行いま

した。金賞は、講師である Curios ity のメンバーと当館の

担当者が、過程を重視し「目的及びテーマに沿って各グル

ープが設定したターゲットに対して社会的貢献度が高い企

画を立案していたか？」「プロジェクトの計画は効果的、効

率的に運用できていたか」「各メンバーからほとばしる熱い

情熱を感じたか」「困難に直面しても前向きな思考で問題解

決に取り組んでいたか」「プレゼンテーション」の 5 つの項

目で審査を行いました。来場者賞は、来場者が、目的及び

テーマに照らして来場者の主観で審査を行いました。  

 厳正なる審査の結果、外装不良品製品販売の RCAP チー

ムが大賞を、海洋プラスチック汚染対応の蜜蝋ラップ販売

のおこめチームが金賞を、衣服大量廃棄問題 Divers ity チ

ームが来場者賞を受賞しました。  



 
（参加者の声） ・やがてくるという事実と向き合う勇気。・いつかではなく今動こうと思った。 

・「想像すること」の重要さ。事前にシミュレーションすることが大事だと思いました。 

・今まで漠然としか考えていなかった状況想定ですが、今回真剣に考え、いざというときに積極的に動こうとい

う意識の大きな変化がありました。・地域での自分の役割にも意識を向けるきっかけになりました 

 講師 宮崎賢哉：災害支援・防災教育コーディネーター/社会福祉士 

   澤善裕：そなエリア東京（東京臨海広域防災公園管理センター） 

「東京と世界をつなぐアクティブシチズンワークショップ」を開催しました 

12月～１月の全５回、15～24歳の青少年を対象に

したオンライン・ワークショップを実施しました。タイ

トルの通り「アクティブ・シチズンシップ（市民性）」を

高めることを目的にしたプログラムです。 

参加者数はそれほど多くなかったのですが、それぞれ

背景や地域の異なる高校生・大学生・大学院生が集まり

ました。一人ひとりがたくさん・じっくり話すことがで

きて、毎回とても充実していました。 

１日目は、お互いのことを知り、話し合うことに慣れ

るために、全体とグループで複数回の自己紹介とグルー

プワークを行いました。2日目は、パーム油に関する課

題を学び、パーム油をめぐる人々に参加者がなりきって

ディスカッションを行いました。3日目は、身近にある

課題の解決事例や、市民参加の段階についてグループワ

ークを行い、４日目は活動するユース２人のゲストを招

いてのゲスト・トークでした。５日目は、参加者が興味

ある話題について話し合い、「投票率」や「学校教育」に

ついて話し合われました。 

身近な社会や環境に向き合い、アクティブシチズンと

して考え、行動すること等を学べた事業となりました。 

令和 3 年度利用者懇談会を開催しました  (3月 13 日)  

令 和 4年 3 月 13 日 （ 日 ） 13時 30分から 15時 00分 ま で  

新 型 コ ロ ナ ウ ィ ル ス 感 染 症 拡 大 防 止 の 観 点 か ら オ ン ラ イ ン 

 に て 令 和 3 年 度 利 用 者 懇 談 会 を 開 催 致 し ま し た 。 利 用 者 懇 

 談 会 は 、 令 和 3 年 10 月 1 日 よ り ホ ー ム ペ ー ジ に お いて 開 催  

を 告 知 し 、 令 和 4 年 1 月 18 日 よ り 館 内 掲 示 並 び に ９０の 利  

用 団 体 様 に 対 し て 案 内 状 を 発 送 し 、 参 加 者 並 び に ご 意 見 を  

広 く 募 集 致 し ま し た 。 令 和 4 年 2 月 7 日 の 締 切 日 ま で に 20 

 の 団 体 ・ 個 人 様 か ら 出 欠 の 回 答 が あ り 、 6 団 体 か ら 9つ の  

ご 意 見 ・ ご 助 言 を 頂 戴 し 、 当 日 は 5団 体 様 か ら 10 の ご 意 見 ・ ご 助 言 を 頂 戴 し ま し た 。 

 当 日 は 、 「 予 約 」 「 運 営 」 「 設 備 」 「 そ の 他 」 の 分 類 で 、 事 前 に 頂 戴 し た ご 意 見 に 対 し て 先 に ご 回 答 し 、 続 い て 当 日 の 

ご 意 見 へ の ご 回 答 と 続 き ま し た 。ご意見には 「緊急事態宣言では対応していただいていますが、まん延防止重点措置発布で

も予約キャンセルした場合、予約金の返却を検討して欲しい。」とのご要望があり、「発布内容により利用者様の行動が制限

され利用が困難になる、又は来館・帰宅時を含め利用者様に危険が及ぶ可能性がある際は、予約金の返金を検討させて頂き

ます。」とお答えしました。「 夏の 19時以降はプールに人が入っていないので団体貸出をして欲しい。」とのご要望があり、

「かねてより、ご要望いただいておりましたが、今夏より夜の時間帯の団体貸しを実施予定です。レーン数等、詳細は HP

等でご案内させていただきます。」とお答えしました。「コースロープが老朽化しているためか、プラスチック片が多数浮遊

している。交換・修理等の検討をして欲しい。」とのご意見があり、「原因として、コースロープ移動時に発生しているもの

とかんがえられます。移動用のコースロープを新品に変え、プラスチック片の浮遊を防ぐと共にスタッフ入水による水質管

理を徹底いたします。」とお答えしました。詳しくは館内に掲示し公開しております。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社 会 教 育 事 業 

社   会   教   育   事   業 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022年 2月 19日（土） ぶんぶ「東京スポーツ

文化館」サブアリーナにて、コナミスポーツ受託施

設合同レズミルズイベントを開催しました。当日は

約 100 名の方にご参加いただきました。

「Treasure(トレジャー)」をテーマに参加いただい

た皆さんの笑顔、パフォーマー達の笑顔、裏方で頑

張ってくれたスタッフの笑顔と汗はまさしく「宝

物」となった 1日でした。メインイベントと一緒に、

待ち時間等で楽しんでいただくサブイベントとし

て「宝探しゲーム」も実施し、参加者からは「楽し

かった」「定期的にやってほしい」等沢山の嬉しい

コメントをいただきました。本イベントを通じた取

組が、改めて運動を始めていただくきっかけとなる

よう、今後も努めてまいります。 

2022年 4月より、スポーツゾーンの各種施設（フィット

ネスジム・温水プール・スポーツサウナ・スタジオプログ

ラム・プールプログラム）使い放題の「1日パス」「1ヵ月

パス」に夜間バージョンが新登場！お仕事帰りにちょっと

立ち寄りたい、夕食後にちょっとだけ体を動かしたい…な

ど、あなたの「運動するきっかけ」をサポートします。初

回利用の方はスタッフがしっかり「初回説明」させていた

だきます。是非この機会にお買い求めください！（価格は

全て税込） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｈｏｔｅｌ＆ Restraunt 

（担当：グリーンハウス）  フットサルプラザ BumB イベントやプログラム実施  

 

お子様向けには早く走るこつを練習する【走り方教室】、遊び感覚で楽しみながら走る・跳ぶ・

投げるといった動作を習得する【ヘキサスロン】、忍者服に着替え修行をしていく中で幼児期に

身に着けるべき運動動作を習得する【忍者学校】といったプログラムを毎月休日に開催してお

ります。また、バランス感覚や体幹が鍛えられるストライダーのレース【ダッシュバイクレー

ス】も開催しております。レースといってもアットホームな雰囲気を大切にしております。初

めてレースに参加する選手を会場全体で応援したり、ご家族そろってお楽しみいただけます。  

大人向けにはおひとりで気軽にご参加いただける【 JOIN】通称、個人参加型フットサルを毎

週末に実施しております。ゆったりと楽しみながらプレーをしたい方にはうってつけのプログ

ラムです。ぜひ、週末に体を動かしてリフレッシュしましょう！  

最後は親子参加型のプログラムです。3 月 27 日 (日 )に親子でご参加いただけるミニサッカー

ゲーム会を開催します。お子様の成長をご一緒にサッカーをしながら感じてみるのはいかがで

しょうか。ぜひ、足を運んでみてください！  
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